
 

２０２０年度 第７回 スポーツ・健康科学研究科委員会議事録 要旨 

 

日時 ： ２０２０年１１月２４日（火）１３時３５分～１４時４９分 

場所 ： 東松山校舎管理棟３階大会議室 

構成員： １７名（定足数９名） 

出席数： １４名（定足数充足） 

欠席者：  ３名 

 

《報告事項》 

 １．研究科委員長会議および大学院評議会（２０２０年１１月２３日開催）からの報告について 

  ①２０２１年度秋季入学試験手続き状況について 

  ②大学院案内２０２１作成に伴う原稿依頼について 

  ③「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課程編成・実施の方針」 

（カリキュラム・ポリシー）、「入学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー）の見直しに

ついて 

 議長より、資料に基づき、２０２０年１１月２３日開催の研究科委員長会議および大学院評議会にお

いて付議された内容について報告があった。 

 なお、②に関しては、校正用原稿をスポーツ科学科・健康科学科の各事務室に備え付けるので、必要

に応じて各自修正を行うよう議長より指示がなされた。併せて、新任担当予定者に原稿作成を要請する

旨あった。 

  

２．２０２１年度授業担当科目依頼書（大学院担当分）について 

 議長より、既に事務方より配布がなされている科目担当依頼書について、各自の担当科目を確認願い

たい旨依頼があった。 

 

３．その他 

 特になし 

 

《報告承認事項》  

１．２０２１年度予算編成について                  

議長より、資料に基づき、次年度に大学院２年生を受け持つ教員で消耗品からの費目変更を盛込んだ

積算を行った旨の説明がなされた。また、その他の部分に関しては、例年通りに積算をした旨の報告が

なされ、全会一致でこれが承認となった。 

併せて、財務課との予算折衝については、今年度はヒアリング対象外であったことが報告された。 

 

２．２０２０年度事業計画中間報告および２０２１年度事業計画について  

議長より、資料に基づき、前回の研究科委員会で提案したとおりの２０２０年度事業計画の中間報告

および２０２１年度事業計画について、作成・提出したことが報告され、全会一致でこれが承認となっ

た。 



 

 

 

 ３．２０２１年度大東文化大学大学院留学制度による外国留学（フィールドワーク）申請について  

議長より、資料に基づき、奨学金留学の申請（今回の申請余剰枠６名の再募集含む）があったことの

報告がなされた。なお、本研究科より、大学院１年生１名がフィールドワーク奨学金に申請したことが

併せて報告され、これが承認（追認）となった。 

 

４．その他 

特になし。 

 

≪議案≫ 

１．大学院研究科次期研究科委員長および専攻主任の選出に伴う選挙管理委員会の設置ついて   

議長より、次期研究科委員長および専攻主任を選出することに伴って、選挙管理委員会を設置するこ

とが提案された。そのうえで、選挙管理委員を選出し、全会一致でこれが承認となった。 

 

２．学修成果の可視化に関するカリキュラムマップの作成について   

議長より、資料に基づき、教務委員を中心に作成した本研究科のカリキュラムマップについて提案が

なされ、全会一致でこれが承認された。なお事務方より、今後１２月７日（月）より開始のシラバス執

筆依頼と併せて、各科目についてディプロマポリシーとの関連度を示す星付け作業を依頼する予定であ

る旨の補足がなされた。 

 

３．２０２１年度大学院学年暦（案）について 

議長より、資料に基づき、現時点での２０２１年度大学院学年暦（案）については、年度当初の行事

について未だ決定がなされてないことの説明がなされ、それ以外の行事予定について確認がなされ、こ

れを承認した。 

 

４．大学院年報について 

議長の指名により、事務方から、年報の原稿作成については年内完了を目標に行うことについて依

頼・周知がなされた。なお、コロナ禍によって例年に比べて研究活動風景等の写真が不足していること

の問題提起がなされ、各研究室において創意工夫して撮影等に協力のうえ用意願いたい旨の依頼があっ

た。 

 

５．その他 

①議長より、本研究科独自の入試説明会について、１２月１５日（火）昼休みに Z O O Mを用いて

開催することの周知がなされた。 

②議長より、１月２２日（金）開催の学位論文審査会について、今後の感染拡大状況次第ではあるが、

原則「対面方式」で実施する予定であることの提案がなされ、これが承認された。 

③議長より、冬季休暇中の大学院生の１０号館施設等の利用について、感染症対策本部へ施設使用に

ついて認めてもらえるよう申請することについて提案がなされ、これが承認された。 

④議長より、修士論文提出後の査読に関して、従来は紙媒体での査読であったが、感染症対策および



 

作業効率化を狙って、これを電子媒体での査読に変更（一先ず執筆要領は変更されず一時的な対応）と

することについて提案がなされ、これが承認された。 

以上 

 

最後に議長は、研究科委員会の終了を宣して、１４時４９分に閉会した。 

 


